
　緑豊かなキャンパス、落ち着いた学習環境の下にある梅花

中学・高等学校（大阪府豊中市）。１８７８年に「キリスト教精

神に基づき、他者への愛と奉仕の精神を備える自立した女性

を育成する」を建学の精神に掲げ「梅花女学校」として創立

された。今日まで、心地よく学ぶことができる施設・設備を

整えてきている。その一環として、このほど生徒が使用する

ロッカー『ＭＹプラロッカー』（東京都足立区）を導入した。

稲村教頭

増田先生

青木先生

生徒の手帳

梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校

『
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ロ
ッ
カ
ー
』

「
『
書
は
線
が
生
命
』
に
変

わ
り
は
な
く
、
毛
筆
硬
筆
区

別
な
く
、
自
然

の
呼
吸
で
力
ま

ず
に
書
き
た

い
」
。
「
弛
ま
ず
、
心
静
か

に
、
初
心
の
自
分
自
身
に
立

ち
還
る
こ
と
ゝ
思
っ
て
い

る
。
こ
の
時
間
の
積
み
重
ね

が
私
の
支
え
で
あ
る
」
著
者

の
基
本
的
な
考
え
だ
。

　
本
書
は
【
基
本
】
で
は
、

「
ペ
ン
の
正
し
い
持
ち
方
・

基
本
線
」
「ひ
ら
が
な
の
形
」

「
ひ
ら
が
な
」
「カ
タ
カ
ナ
」

「
か
な
の
連
綿
」
―
―
と
い

う
構
成
。
【
俳
句
】
で
は
春

夏
秋
冬
、
そ
し
て
新
年
の
俳

句
、
季
語
等
を
紹
介
し
て
い

る
。
芭
蕉
の
「
う
ぐ
い
す
の

笠
お
と
し
た
る
椿
か
な
」

（
春
）
、
蕪
村
の
「
は
る
さ

め
や
暮
れ
な
ん
と
し
て
け
ふ

も
有
」
（
春
）
、子
規
の
「五

月
雨
や
け
ふ
も
上
野
を
見
て

く
ら
す
」
（
夏
）
、
一
茶
の

「
初
蛍
な
ぜ
引
き
か
え
す
お

れ
だ
ぞ
よ
」
（
夏
）
―
―
。

　
【
実
用
】

で
は
、
「
部

分

の

書

き

方
」
「
県
名
」
「
名
字
」
「名

前
」
「
は
が
き
」
「一
筆
箋
」

「
月
の
異
称
」
「
応
用
」
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
著
者
は
渡
邊
春
雪
氏
。

　
（
日
本
習
字
普
及
協
会
　

本
体
価
格
１
２
０
０
円
＋

税
）

　
明
治
学
院
大
学
（
東
京
都

港
区
）
は
１０
月
３
日
か
ら
２０

日
ま
で
、
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２
号
館
で
、
全
６
回
に
わ
た

っ
て
、み
な
と
区
民
大
学
「宗

教
改
革
と
世
界
史
の
転
換
」

を
開
講
す
る
同
大
学
キ
リ
ス

ト
教
研
究
所
が
企
画
。

　
講
演
テ
ー
マ
等
は
次
の
通

り
。

　
▽
第
１
回
＝
１０
月
３
日

「
音
楽
が
社
会
を
変
え
た
！

―
宗
教
改
革
者
の
音
楽
観
と

当
時
の
社
会
状
況
か
ら
見
る

ー
」
▽
第
２
回
＝
１０
月
６
日

「
宗
教
改
革
と
『
政
治
の
再

起
動
』
」
▽
第
３
回
＝
１０
月

１０
日
「
宗
教
改
革
者
た
ち
の

生
涯
と
思
想
」
▽
第
４
回
＝

１０
月
１３
日
「
宗
教
改
革
と
経

済
、近
代
資
本
主
義
の
形
成
」

▽
第
５
回
＝
１０
月
１７
日
「
宗

教
改
革
の
源
流
に
あ
る
も
の

―
歴
史
を
変
え
た
人
文
学
と

エ
ラ
ス
ム
ス
ー
」
▽
第
６
回

＝
１０
月
２０
日
「
宗
教
改
革
と

ア
ジ
ア
―
キ
リ
ス
ト
教
と
帝

国
主
義
、
近
代
民
族
主
義
と

の
関
係
―
」

　
◇
事
前
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
＝
明
治
学
院
大
学

総
合
企
画
室
社
会
連
携
課
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鈴
鹿
大
学
・
鈴
鹿
大
学
短

期
大
学
部
（三
重
県
鈴
鹿
市
）

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
三
重

県
か
ら
「
放
課
後
児
童
支
援

員
県
認
定
資
格
研
修
事
業
」

を
委
託
さ
れ
、
９
月
か
ら
研

修
事
業
を
始
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
創
設
さ

れ
た
専
門
資
格
「
放
課
後
児

童
支
援
員
」
資
格
認
定
の
た

め
、
全
都
道
府
県
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
年
で
３
年
目

と
な
る
。
１
講
習
９０
分
を
１６

科
目
受
講
す
る
こ
と
で
、
同

県
の
約
４
０
０
人
が
資
格
を

目
指
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
研
修
は
、
昨
年

度
同
大
学
で
設
立
さ
れ
た
子

育
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
主
管
と
な
っ
て
行

う
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と

し
て
、
研
修
専
用
の
テ
キ
ス

ト
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
テ
キ
ス
ト
』
を
作
成
し
、

受
講
生
に
分
か
り
や
す
い
研

修
を
目
指
し
て
い
る
。

　
第
１
回
が
９
月
３
日
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
第
２
回
以

降
は
１０
月
か
ら
始
ま
る
。
来

年
の
１
月
ま
で
、
県
庁
舎
３

会
場
（四
日
市
・
津
・
松
坂
）

で
、
各
回
４
回
の
研
修
事
業

を
実
施
す
る
。

　
同
大
学
は
「
放
課
後
児
童

支
援
員
」
を
通
し
て
、
「
地

域
で
の
子
育
て
」
の
重
要
性

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
「
自
学
創
造
」
を
教
育
目

標
に
掲
げ
る
安
田
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
（
蓮
沼
清
校

長
、
東
京
・
墨
田
区
）
が
、

生
徒
の
自
己
管
理
能
力
を
育

成
す
る
た
め
「
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｙ

ス
コ
ラ
手
帳
」
を
導
入
し
た

の
は
、
共
学
化
し
た
平
成
２６

年
度
か
ら
。始
め
は
中
学
に
、

平
成
２８
年
度
か
ら
は
高
校
で

も
使
い
始
め
た
。

　
同
校
が
ス
コ
ラ
手
帳
を
導

入
す
る
き
っ
か
け
は
、
平
成

２５
年
、
当
時
高
校
２
年
生
の

ク
ラ
ス
担
任
だ
っ
た
増
田
浩

之
教
諭
（
現
在
、
一
貫
部
３

年
担
任
）
が
、
生
徒
の
気
持

ち
を
大
学
受
験
に
切
り
替
え

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
時

に
ち
ょ
う
ど
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ

Ｌ
Ｔ
Ｙ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
か
ら

ス
コ
ラ
手
帳
の
紹
介
が
あ

り
、
試
し
に
自
分
の
ク
ラ
ス

の
生
徒
に
使
わ
せ
て
み
た
と

こ
ろ
（
お
試
し
制
度
）
、
う

ま
く
使
え
ば
良
い
効
果
が
あ

り
そ
う
だ
と
思
っ
た
こ
と
か

ら
だ
っ
た
。

　
も
と
も
と
同
校
で
は
学
習

管
理
用
の
手
作
り
プ
リ
ン
ト

を
生
徒
に
配
布
し
て
い
た

が
、
破
損
や
紛
失
が
多
か
っ

た
。
ス
コ
ラ
手
帳
な
ら
１
年

間
の
学
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

１
冊
で
ま
と
め
ら
れ
る
た

め
、
１
年
を
通
し
た
計
画
が

立
て
や
す
い
、
紛
失
の
心
配

も
な
い
だ
ろ
う
と
、
平
成
２６

年
度
か
ら
中
学
校
で
導
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
中
学
生
に
な
っ
た

ば
か
り
の
生
徒
た
ち
に
、
ス

コ
ラ
手
帳
を
使
い
こ
な
す
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
こ

で
同
校
で
は
入
学
前
の
新
入

生
登
校
日
か
ら
、
ス
コ
ラ
手

帳
の
目
的
や
使
い
方
の
説
明

を
し
て
い
る
。
目
的
の
一
つ

は
自
己
管
理

能
力
の
育
成

で

あ

る

こ

と
、
も
う
一

つ
は
目
標
自

学
自
習
時
間

の
達
成
（
１

年
生
な
ら
１

日
７０
分
以
上
、
年
間
４
５
０

時
間
以
上
）
へ
向
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
、
生
徒
た
ち
に
は
約
束
と

し
て
、
①
Ｓ
Ｈ
Ｒ
（
朝
・
放

課
後
）
に
、
予
定
な
ど
の
連

絡
事
項
を
手
帳
に
記
入
す
る

こ
と
、
②
授
業
で
も
利
用
し

宿
題
や
持
ち
物
、
小
テ
ス
ト

の
実
施
日
や
範
囲
な
ど
を
記

入
す
る
こ
と
、
③
自
宅
で
次

の
日
の
持
ち
物
や
宿
題
の
確

認
を
す
る
こ
と
、
④
自
分
で

週
１
回
振
り
返
り
を
記
入
す

る
こ
と
、
⑤
担
任
教
諭
が
１

週
間
に
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
の
で
、
個
人
的
な
連
絡
に

も
使
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
コ
ラ
手
帳

の
基
本
的
な
使
い
方
や
活
用

例
を
付
属
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
も
見

せ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
現
在
、
同
校
が
採
用
し
て

い
る
の
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｙ
ス

コ
ラ
手
帳
の
「
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｙ

ス
コ
ラ
ラ
イ
ト
」
と
い
う
タ

イ
プ
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
５
判
変

形
サ
イ
ズ
で
し
っ
か
り
と
書

き
込
め
る
。
見
開
き
２
ペ
ー

ジ
が
１
週
間
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
日
感
じ
た
こ
と
や

「
今
週
の
目
標
」
、
「
振
り

返
り
」
を
、
そ
し
て
巻
末
に

は
定
期
テ
ス
ト
の
成
績
を
記

載
す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。

　
同
校
で
は
、
ス
コ
ラ
手
帳

を
生
徒
た
ち
に
継
続
し
て
活

用
さ
せ
る
た
め
、
入
学
後
は

担
任
が
定
期
的
に
指
導
を
行

っ
て
お
り
、
「
週
１
回
は
生

徒
の
ス
コ
ラ
手
帳
を
見
て
く

だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま

す
」
と
稲
村
隆
雄
教
頭
は
話

す
。

　
青
木
尚
美
教
諭
（
一
貫
部

４
年
担
任
）
は
、
「
ま
ず
は

な
ん
で
も
書
か
せ
て
、
書
く

こ
と
に
慣
れ
さ
せ
、
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
て
、
宿
題
や

提
出
物
な
ど
に
つ
い
て
書
く

よ
う
促
し
、
書
く
内
容
を
取

捨
選
択
し
て
、
自
分
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
し
て
い
く

方
向
に
指
導
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　
ス
コ
ラ
手
帳
か
ら
は
、
学

習
の
様
子
だ
け
で
は
な
く

「
こ
の
子
は
反
抗
期
に
入
っ

た
な
と
か
、
進
路
だ
け
で
な

く
将
来
の
こ
と
を
考
え
始
め

た
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と

も
見
え
て
き
ま
す
」
（
青
木

教
諭
）
と
、
成
長
の
様
子
も

見
て
取
れ
る
と
い
う
。

　
ス
コ
ラ
手
帳
導
入
後
、
宿

題
や
提
出
物
に
つ
い
て
書
き

込
む
習
慣
を
付
け
さ
せ
て
い

る
が
、
特
に
宿
題
を
忘
れ
る

生
徒
が
減
っ
た
そ
う
だ
。

ス
コ
ラ
手
帳
に
つ
い
て
の
生

徒
の
感
想
も
「
一
日
の
流
れ

を
把
握
で
き
て
、
次
の
日
の

こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
い
で
す
」
（
中
高
一
貫

部
２
年
）
。
「
テ
ス
ト
の
成

績
が
良
か
っ
た
と
き
の
勉
強

時
間
が
分
か
る
の
で
、
成
績

が
悪
か
っ
た
と
き
の
勉
強
時

間
と
見
比
べ
て
今
後
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
」
（同
３
年
）

な
ど
と
評
判
も
上
々
。

　
ス
マ
ホ
世
代
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
手
帳
は
「
伝
統
的

で
新
鮮
に
感
じ
る
」「自
分
で

文
字
を
書
く
と
き
ち
ん
と
や

っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
」
「字

を
書
く
こ
と
で
漢
字
の
勉
強

に
も
な
っ
て
い
る
」と
い
う
。

ま
た
、
表
紙
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
で
飾
っ
た
り
、

日
付
欄
に
友
達
の
誕
生
日
や

記
念
日
を
書
い
た
り
、
部
活

の
目
標
を
書
い
た
り
と
、
愛

着
を
持
っ
て
ス
コ
ラ
手
帳
を

使
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
◇

　
同
校
の
教
育
方
針
「
自
学

創
造
」
と
は
、
「
自
ら
考
え

学
び
、
創
造
的
学
力
・
人
間

力
を
身
に
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
貢
献
す
る
」こ
と
。

自
ら
考
え
学
ぶ
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
自
己
管
理
能
力

の
育
成
に
、
ス
コ
ラ
手
帳
を

有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

　
最
近
、
稲
村
教
頭
は
、
中

学
２
・
３
年
生
の
年
間
勉
強

時
間
数
と
成
績
に
つ
い
て
調

査
を
始
め
た
。今
後
６
年
間
、

追
跡
調
査
を
し
て
い
く
予
定

で
、「ど
の
よ
う
な
結
果
が
出

る
か
楽
し
み
で
す
」と
話
す
。

　
文
部
科
学
省
は
平
成
３０
年

３
月
３
、
４
の
両
日
、
立
教

大
学
（
東
京
都
豊
島
区
）で
、

第
７
回
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ン
カ
レ
」
を
開
催
す
る
。
立

教
大
学
が
共
催
。
サ
イ
エ
ン

ス
・
イ
ン
カ
レ
は
、
全
国
の

学
部
学
生
に
た
ち
に
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
自
主
研
究
を

発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
能
力
や
研
究

意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

課
題
設
定
能
力
、
課
題
探
究

能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
等
を
備
え
た
創
造
性

豊
か
な
科
学
技
術
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
対
象
者
は
、
大
学
１
～

４
年
次
（
短
期
大
学
１
～
３

年
次
を
含
む
）
の
学
生
、
高

等
専
門
学
校
４
～
５
年
次
の

学
生
、
高
等
専
門
学
校
生
お

よ
び
短
期
大
学
の
専
攻
科
１

～
２
年
次
次
の
学
生
。

　
募
集
分
野
は
自
然
科
学
系

の
全
分
野
の
①
数
物
・
化
学

②
工
学
系
③
生
物
系
④
情
報

系
⑤
文
理
融
合
。
発
表
部
門

は
「
口
頭
発
表
部
門
」と
「ポ

ス
タ
ー
発
表
部
門
」の
う
ち
、

ど
ち
ら
か
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
は
９
月

２９
日
か
ら
１１
月
１３
日
ま
で
。

　
応
募
手
順
や
過
去
の
大
会

で
の
発
表
内
容
等
は
サ
イ
エ

ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジ

（
ｈ
ｔｔ
ｐ
：／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．ｓ

ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
―
ｉ．ｊ
ｐ
／
）を
参
照
。

　
同
校
で
は
ス
チ
ー
ル
製

で
、
鍵
の
付
い
て
い
な
い
ロ

ッ
カ
ー
を
長
い
間
生
徒
は
使

っ
て
い
た
。

　
生
活
指
導
部
の
齊
藤
雅
和

教
諭
は
「
今
ま

で
は
上
履
き
を

入
れ
る
た
め
の

ロ
ッ
カ
ー
で
し

た
。
新
し
く
導

入
す
る
ロ
ッ
カ

ー
は
、
貴
重
品
も
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
鍵

付
き
が
必
要
で
し
た
。
『
Ｍ

Ｙ
プ
ラ
ロ
ッ
カ
ー
』
の
見
本

を
取
り
寄
せ
て
検
討
し
決
め

ま
し
た
」
と
導
入
の
経
緯
を

述
べ
る
。

　
『
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ロ
ッ
カ
ー
』

は
、
入
学
時
に
購
入
し
て
も

ら
い
、
卒
業
ま
で
Ｍ
Ｙ
ロ
ッ

カ
ー
と
し
て
使
用
し
、
卒
業

時
に
は
メ
モ
リ
ア
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ

と
し
て
、
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　
「
錆
び
な
い
こ
と
」
「
軽

い
の
で
、
進
級
時
の
移
動
で

は
安
全
に
迅
速
に
運
ぶ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
」
「
ロ
ッ
カ

ー
の
角
が
丸
み
を
帯
び
て
い

る
の
で
大
け
が
に
な
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
」「汚

れ
た
り
破
損
し
た
り
し
て
も

そ
の
パ
ー
ツ
だ
け
を
交
換
で

る
の
で
、
き
れ
い
な
ロ
ッ
カ

ー
と
し
て
維
持
で
き
る
こ

と
」
―
―
な
ど
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
導
入
し
た
ロ
ッ
カ
ー
は
、

ピ
ン
ク
色
で
、
大
き
さ
は
縦

３
１
２
㍉
、
横
２
８
５
㍉
、

奥
行
き
３
５
０
㍉
と
い
う
も

の
。
今
年
の
４
月
か
ら
高
校

１
年
生
３
２
２
人
が
使
用
し

て
い
る
。

　
齊
藤
教
諭
は
「
『
Ｍ
Ｙ
プ

ラ
ロ
ッ
カ
ー
』
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
学
校
の
雰
囲
気
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

生
徒
た
ち
は
鍵
が
付
い
て
い

る
こ
と
で
喜
ん
で
い
ま
す
」

と
導
入
後
の
様
子
を
語
る
。

　
中
学
校
で
は
「
舞
台
芸
術

エ
レ
ガ
ン
ト
コ
ー
ス
」と
「進

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
に

分
か
れ
る
。
「
舞
台
芸
術
エ

レ
ガ
ン
ト
コ
ー
ス
」
は
２
０

１
４
年
に
設
け
ら
れ
た
。
経

験
豊
か
な
講
師
陣
が
ダ
ン
ス

や
バ
レ
エ
の
技
術
を
丁
寧
に

指
導
す
る
。
３
年
後
に
は
併

設
高
校
の
舞
台
芸
術
専
攻
な

ど
の
進
路
に
進
む
こ
と
が
で

き
、
毎
年
宝
塚
音
楽
学
校
に

合
格
を
出
し
て
い
る
。
「
進

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
で

は
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を

図
り
応
用
・
発
展
的
な
学
習

へ
と
導
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
英
語
は

時
間
数
も
多
く
丁
寧
に
指
導

し
て
い
る
。

　
高
校
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
コ
ー
ス
」
（
総
合
進
学
専

攻
、
国
際
教
養
専
攻
、
こ
ど

も
保
育
専
攻
、
調
理
・
製
菓

専
攻
、
舞
台
芸
術
専
攻
）
、

「
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
」
（特

進
Ｓ
専
攻
、医
療
看
護
専
攻
）

が
あ
る
。
梅
花
女
子
大
学
の

教
員
が
指
導
す
る
高
大
連
携

授
業
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
校
の
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
部

は
全
国
的

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
夏
の

全
国
大
会
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

で
優
勝
す
る
な
ど
、
日
本
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
し
て
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い

る
。

　
「大
岡
信
　
追
悼
特
別
展
」

９
月
１６
日
か
ら
１１
月
２６
日
ま

で
、
大
岡
信
こ
と
ば
館
（
静

岡
県
三
島
市
）
で
開
催
さ
れ

る
。
詩
人
、
大
岡
信
は
今
年

４
月
５
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

　
大
岡
信
の
手
書
き
原
稿
、

写
真
、
映
像
、
音
声
な
ど
、

貴
重
な
関
係
資
料
と
と
も

に
、
言
葉
を
展
示
す
る
。
大

岡
の
言
葉
の
表
層
に
触
れ
、

そ
の
深
層
に
息
づ
く
詩
人
の

内
面
世
界
を
み
る
。

　
入
場
料
は
大
人
が
１
千

円
、シ
ニ
ア
が
８
０
０
円
、高

校
生
・
学
生
が
６
０
０
円
、

小
・
中
学
生
が
３
０
０
円
。

　

Ｅ
―
ｍ
ａｉｌ：
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｂ
ａ
ｋ
ａ

ｎ＠

ｚ
ｋ
ａｉ．
ｃ
ｏ．ｊ
ｐ

　
日
本
女
子
大
学
（
東
京
都

豊
島
区
）
は
同
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
一
般
向
け

公
開
講
座
「
大
同
生
命
保
険

株
式
会
社
寄
付
講
座
」
を
開

講
す
る
。
３
回
目
を
迎
え
る

講
座
は
、
１１
月
１８
日
、
鈴
木

邦
夫
・
埼
玉
大
学
名
誉
教
授

が
「
近
代
日
本
に
お
け
る
美

術
品
の
流
出
と
集
積
―
―
大

阪
の
豪
商
『
加
島
屋
』
の
経

営
危
機
と
美
術
品
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
―
―
」
と
題
し
講
演
す

る
。
広
岡
浅
子
氏
は
加
島
屋

の
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
美
術
品
の
資
金
化
と

美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特

徴
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

　
広
岡
浅
子
氏
は
１
２
０
年

ほ
ど
前
、
女
子
教
育
を
行
う

大
学
校
創
設
の
必
要
を
語
る

成
瀬
仁
蔵
（同
大
学
創
立
者
）

の
理
念
に
共
感
し
、
同
学
創

設
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
。
大
同
生
命
保
険
㈱
創

業
者
の
１
人
で
も
あ
る
。

定
員
は
２
０
０
人
。
受
講
料

は
無
料
。

講
座
の
詳
細
等
お
よ
び
受
講

申
し
込
み
方
法
は
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔｔ
ｐ
：

／
／
ｌｌ
ｃ．ｊ
ｗ
ｕ．
ａ
ｃ．ｊ
ｐ
／
ｍ
ｅ
ｊｉ

ｒ
ｏ．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
）
を
参
照
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

（６）第２４２０号（昭和�年３月�日第三種郵便物認可）全　　私　　学　　新　　聞（毎月３・�・�日定期発行）平成２９年９月２３日


